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s 
g 本建物は、� 1963年当時のリッカーミシンの本社ゼルとして竣工 ものである。

⑬
⑥
⑨
@
¥
@
@
品
相
品
砂
品
騨
ぬ

W
0
6
hg また、その年の日本建築学会裁を受賞している。� 

審� 
1989年以棒、ダイこに…のテナントピルとして使用されていたが、バルコニーに盤外機が並び¥

竣工当時の外離が誤なわれていた。 20昨年所有者がダイエーから現在の所有者に代わり、 2003g 
語f議議強工事を含む大規模工事が実施され、外観が撰なわれることなく竣工当時の外観がよみがえg り、ダヴインチ銀廠ピルとして、生まれ変わったものである。

g また、銀産地区ιは、大きな貸しピルは数少なし現在の容積率総鼠のもとでは、新義の建替え

現在でいう環境務主題、建築のダブルスキンのさきがけとなる建物といってよい。g 
g

をエレガントにしている。g 
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g で泣現在の床面積を確保することが出来ないというデメリットもこの建物が大規模改修でよみが
W
A

えったま型車の一つでもある。
意 このピルは語が凶を向いており、四季を通じて種目を受けるという立地である。茜誌を遮断し、

思 しかも内部からの説認を確保する目的で¥通常のサッシとは別ι、バルコニーの外側にグレーベン

議� のガラスで、襲われたアウタ…スキンがついている。

W

また、ステンレスの方;立ての細い垂車畿とグレ…ベンのガラスの構成が、このピJレのファサード

通常の耐震改修では、外部にプレースが設置され創建当初の外線が援なわれることが多い。

この建物は、施主、設許者の熱意により、構造スリットの新設、壁の増し打ち檎強ばかりでなく、

震 柱、梁に対してハイブリッド議強工法� (RC巻立+鋼杭巻き補強工法)を採用し、フレーム全体の
毒事� 離力と粘り強さを向上させて、外畿を損なうことなく欝震性能を樺保しているの
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空語設識の面では、熱採集中のょにアハンドリングユニット方式から、ピル吊マルチを用いた天井g 

隠蔽型ヒ…トポンプパッケ}ジユニット方式に変換し、地階熱i震機器、各階Z史認識、さらには地階g 受変電設備を臆上へ移し、貸家雨讃を増やすとともに、主主露負荷増大にダブルスキン関のバルコニー
g に屋外撲を設置し対認していたため、ブァサードの印象を台無しにしていた点を解消している。

意� また、安調機械案などのアスベストを、改権時に完全除去している。電気設備の語では、有効天

を増加させつつフロアダクト方式を� OA床方式に変更し、将来的にも十分な電気容室去を薙探すg 
るとともに、高効率隈嬰器具を諜用している。また、商設議とも各階� 1テナント対応から� 4テナンg 
ト対応へ変更し、水回り設績も適切会改修をするなど、貸しピルとして魅力あるものにする努力が� s i義援に見られる。

g 内装もすっかり、 ンが一新され、� 40年前の建物とは患えない新しいテナントピルとして� 

意� よみがえ亙っている。
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